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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、わたくし〇〇より、各補助事業についてご説明申し上げます。
着席のまま失礼いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本事業は、車両の省エネ化や
鉄道車両が減速時に発生させる　回生電力の有効活用を
バランス良く組み合わせることにより、
鉄道システムの省CO2化を推進し、

実効性のある取組を業界一丸となって、
鉄道システム全体の　更なる省エネ化を加速させることが
本事業の目的です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄軌道事業では、
以下に示す
Ⅱー（１）－①『車両新造』、
Ⅱー（１）－②『車両省エネ』、
Ⅱー（２）『回生電力』の
３つの事業区分で採択を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公募を行う３つの事業区分に係る
主要な設備等の導入と、
補助金の交付を申請できる者との関係は、
表のとおりです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鉄軌道事業の審査のポイントは、次のとおりです。

①過去の取組と将来の取組とが相互連携し、
　効果的に省CO2化が進む事業計画となっているか。

②他の事業者への波及が期待できるモデル性を有しているか。

③事業実施により期待されるCO2削減効果の算定が合理的であり、　　
　1トン当たりの削減に要する費用に対して、優位性が認められるか。

④補助事業により導入する設備に係る効果について、組織内で見える化　　
　する等、対外的にも訴求することができるものとなっているか。

⑤補助事業の実施体制、事業終了後の運営体制が妥当なものとなって
　いるか。

　なお、審査においては、中小事業者の方に対して加点を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、具体的な事業内容について、ご説明します。
まずは、（１）車両の省エネ化に資する設備導入促進事業の①
『車両新造』です。



RCESPA

[HREEDEMHFO]

a.

1 —OEMmFEns NEELE p.6

BEARZBHEMELUF U,

uTwﬁﬁfwﬁﬁ%ﬁtﬁ$¥ﬁW%._7//,,
IR FEALUTCULWDEN ((KBFEEMm) CHHREAEmMZILERU.
CO2HEHEIRDIRE N (BAH=EEKWhH/car/km. ARz {E
I BRBEDISS (FFEBIREK]/car/km )H'40%LL EHIRENSD
:to

. BS{LSNICER. S3IREH, ZRFEANI DxfmdFmCPRSD
&,

. NMEINSZFECKDINS UIZEmOEIT(CDOUVNT. BEREEIRIL
F—HROEHZERAIT DL,

. AHIEETEA T DIFMBICHITDIEERLINERN 5 0 F&BR /R
WZ &, EREBIFH =BCa888 (WX REE — fHbhEPhER)
SO OR NRVER (/)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象事業の要件は、
ア、イ、両方の要件を満たす必要があります。

ア．現在使用している車両（代替予定車両）と
　　新規導入車両を比較し、
　　CO2排出量に係る原単位が
　　40％以上削減されること。

イ．軽量化された車体、
　　高効率照明、
　　空調等導入する設備は
     新品に限ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助事業の対象となる新造車両は、
表の条件を満たすものに限ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助金の交付を申請できる方は、ア、イ、ウの通りです。
ただし、ＪＲ東日本、ＪＲ東海、ＪＲ西日本を　除きます。

ア．鉄道事業法第３条に規定する事業者

イ．軌道法第３条に規定する事業者

ウ．リース等を行う方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる補助事業を行うために　直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
中小事業者：2分の1
公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、2年度以内です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる補助事業を行うために　直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
中小事業者：2分の1
公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、2年度以内です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、②『車両省エネ』について説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象事業の要件は、ア、イ、ウの要件を満たす必要があります。

ア．VVVFインバータ制御装置等、
鉄道車両に対して
エネルギーを効率的に使用するための
設備・機器の導入を行う事業であること。

イ．エネルギー起源CO2の
排出削減に資する
設備等及びその付帯設備の導入事業であり、
事業終了後に
エネルギー起源CO2の
排出削減効果が算定できるものであること。

ウ．実施計画書に掲げる、
補助対象経費に対する、法定耐用年数にて算出した
CO2削減コストが、
１トンあたり、150,000円以下であること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助事業の対象となる新造車両は、
表の条件を満たすものに限ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助金の交付を申請できる方は、ア、イ、ウの通りです。

ア．鉄道事業法第３条に規定する事業者

イ．軌道法第３条に規定する事業者

ウ．リース等を行う方


　　ただし、ＪＲ東日本、ＪＲ東海、ＪＲ西日本を除きます。

　　また、VVVF、鉄道車両用高効率照明・空調設備等への改修は、
　中小事業者に限ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる補助事業を行うために　直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
ア．中小事業者：2分の1
イ．公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
ウ．大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、2年度以内です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる補助事業を行うために　直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
中小事業者：2分の1
公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、2年度以内です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、
Ⅱー（２）『回生電力』について
ご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象事業の要件は、次のア～エの要件を満たす必要があります。

ア．回生電力の車両間融通を行う　上下線き電一括化や回生電力貯蔵装置、
駅舎等への融通を行う　駅舎補助電源装置等、
先進的な省エネ機器の導入を行う事業であること。

イ．「路線又は区間全体の　省CO2化計画」を策定し、
計画に基づく設備を導入する事業であること。

注１）「路線又は区間全体の省CO2化計画」とは、
路線又は区間全体の　省CO2化を目的とし、
事業実施までのプロセスや　CO2削減の効果、
その他　別紙２第１に定める事項が　定められているものを指します。
本計画については、事業が採択された場合、
国土交通省のウェブサイトで　公表することになります。
（昨年度の事例が掲載されておりますので、FAQに記載しておりますURLからご覧ください。）

ウ．エネルギー起源CO2の排出削減に資する設備等　及び
その付帯設備の導入事業であり、
事業終了後に　エネルギー起源CO2の排出削減効果が
算定できるものであること。

エ．実施計画書に掲げる、
補助対象経費に対する、法定耐用年数にて算出した
CO2削減コストが　
１トンあたり、150,000円以下であること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助金の交付を申請できる方は、ア、イ、ウの通りです。

ア．鉄道事業法第３条に規定する事業者

イ．軌道法第３条に規定する事業者

ウ．リース等を行う方
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる　補助事業を行うために直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
中小事業者：2分の1
公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、3年度以内です。 

各補助事業についてのご説明は以上です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補助対象経費は、
表に掲げる補助事業を行うために　直接必要な経費であって、
当該事業で使用されたことを　証明できるものに限ります。

公募要領pp.25-27の別表第１もご参照ください。

補助率は、
中小事業者：2分の1
公営事業者、準大手、JR（本州3社以外）、大阪メトロ：3分の1　
大手民鉄：４分の1

補助事業の実施期間は、2年度以内です。 
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